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はじめに
県下における学校ソーシャルワーク（以下、「SSW」という）事業について、恒例として、令和２
年度の実施状況等を報告する。また、筆者らが2008年に立ち上げた「かごしま学校ソーシャルワーク
を進める会」（以下、「進める会」という）は令和２年度に活動の見直し等を図ったため、その点に
関わる報告も併せて行いたい。
なお、いずれも、個人情報および守秘情報は一切使用しない。
県内SSW事業の実施
まず、令和２年度、本県教育委員会（以下、「県教委」という）の行ったSSW事業を表１・２に示
す。当該年度の県事業委託としては、３年目となる瀬戸内町、大和村、宇検村、および、２年目の中
種子町と南種子町である。また、単独実施の自治体は、長島町が新規に加わり、計36市町となった。
次に、当該年度において、市町村でのSSWrの配置人数は、延べ86名・実78名であり、配置形態とし
て、①単独校型、②拠点校型、③派遣型、④巡回型のいずれかであった。また、県の任用する広域
SSWrは会計年度任用職員としての公募に基づく新たな３名体制（うち１名は新規任用、いずれも市任
用SSWrと兼任）となり、職務としては、従来通り、県教委主催の連絡協議会（２回）と研修会（１
回）への参加等とされた。
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○県　SSW委託５町村＋広域SSWr３名（⊂「生徒指導総合推進事業」（6,239万９千円））
　　　委託：瀬戸内町、大和村、宇検村、中種子町、南種子町
○市町単独実施
　国委託：鹿児島市
　市町予算措置（35）：日置市、いちき串木野市、枕崎市、指宿市、南さつま市、南九州市、阿久根市、出水市、
薩摩川内市、さつま町、霧島市、伊佐市、姶良市、湧水町、鹿屋市、垂水市、曽於市、
志布志市、大崎町、東串良町、肝付町、錦江町、南大隅町、西之表市、屋久島町、奄美
市、龍郷町、喜界町、徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、知名町、与論町、長島町
【表１　令和２年度の県内SSW事業実施状況】
　※〔SSWr〕配置人数…延べ86名・実78名
　　　　　　配置形態…①単独校型、②拠点校型、③派遣型、④巡回型のいずれか
2020年５月26日（火） 「第１回連絡協議会」（連絡協議会委員（筆者を含む）＋広域SSWr、各市町SSW事業担当
者・SSWr対象）。
　　　８月28日（木） 「第２回連絡協議会」（連絡協議会委員＋広域SSWr、各市町SSW事業担当者・SSWr対象）。
※「スクールカウンセラー配置事業」連絡協議会と抱き合わせ開催、筆者は本務先校
務があり欠席した。
2021年１月13日（水） 「研修会」（連絡協議会委員（筆者を含む）＋広域SSWr、各市町SSW事業担当者・SSWr対象）。
【表２　県教委主催の令和２年度連絡協議会・研修会】
　※年度当初からの新型コロナウイルス感染の影響により、恒例の新年度挨拶・打合せ等は見合わせた。
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年度当初からの新型コロナウィルス感染の影響を受けつつも、県教委は５月26日（火）に第１回連
絡協議会を開催した。県教委担当者の事業説明に続き、県精神保健福祉センター、県社会福祉士会、
県こども総合療育センターの順に業務等紹介が行われ（今回、県中央児童相談所担当者は欠席）、引
き続き、「就学援助制度の現状と今後の充実方策について」を主題とするグループ協議が少人数の形
で実施された。最後に、筆者が指導助言を任されたが、特に、新型コロナウィルス感染拡大防止に向
けて各地で励行された「ステイホーム（＝不要不急外出の自粛）」の陰で発生した発達障がいによる
不調や家庭内DV・虐待等の増加に対し、SSWrとしてそのような状況が察知できるだけでなく、SWアセ
スメントに基づくリスクキャッチ（予知）およびその予防等の図り得るスキルが求められることを強
調した（当日配付資料（図１）を参照のこと）。
図１　（令和２年度）（県教委主催）第１回連絡協議会における指導助言内容（当日配付資料より部分
転載）
スクールソーシャルワーカーSSWrのスキルアップに向けて
－　問題状況のキャッチとそのアセスメント　－
■〔序〕コロナパニックを憂う
・「不要不急」の表裏（一例）
　....　感染拡大防止は不可欠ながら・・・
　　　　⇔
医療等従事者・配送業者等の過重（不休）労働＋感染ハイリスク
休業要請による倒産・失職・（学生）退学等＋自殺リスク
休校（休講）措置による補習・進路等対応＋保育等オーバーフロー
　のみならず、その裏側で・・・
感染（回復）者・濃厚接触者（医療等従事者を含む）等への差別・排除
外出（行動）自粛と非日常性うつ謾ス動的３密（行動）と感染爆発
ステイホーム功罪（発達障がい性不調、家庭内DV・虐待、若年性行為・妊娠）
その他（便乗犯罪（詐欺）等）
　←SWrとして....　状況等感知・察知から問題・困難等予知（＝キャッチ）
　　　　　　　　 そして、SWアセスメント（リスク、課題、ニーズ等）へ
　　　　　　　　　　｛別紙１【学校SW基礎】参照｝
■SSWrのキャッチすべき問題状況
○子ども家庭の問題群　｛別紙２【現代の家庭等生活状況（国内情勢）】参照｝
○生徒（生活）指導上の問題　｛別紙２【学校生活問題（現れ）】参照｝
・〔1970年頃～〕校内暴力➡いじめ➡不登校（登校拒否）⇄学校内外の少年非行等
　　　　　　　　←対策：道徳教育の徹底、「連携」「支援」の必要性、他
　　⇒　子ども・若者育成支援推進法（2009年）、いじめ防止対策推進法（2013年）
・最近の問題事態（現れ）
　子ども問題....　校内暴力、いじめ、不登校・ひきこもり、他
　教師問題....　体罰・スクールハラスメント、バーンアウト（燃え尽き）・うつ、他
　親（保護者）・家庭問題....　苦情（モンスターペアレント）、育児困難・虐待、貧困、他
　学校（全校）問題....　学級（学校）崩壊、教育困難、学校（教育）格差、他
・問題特質＝「学校－家庭－地域」にまたがった教育的かつ福祉的な問題（ニーズ）としての多様な現
れ（被害・加害、不利益・権利侵害等）
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■（学校）SWアセスメントに向けて（ポイントアドバイス）
○SWアセスメント（＝見立て）の実施（ポイント）
・「行動（プランニング・インターベンション等）前にまず、アセスメントから」
　....　●インテーク（＝問題（主訴）の受理）後、SW契約の第一歩。
　　　●「問題（主訴）≠（SW）対応等課題」を仮前提に。
・「何を見立てるのか」
　....　●問題状況のキャッチから始めよ（→環境・関係要因（課題）の分析）。
　　　●必須の見立てとは、当事者のストレングスとニーズのキャッチ（→確定）。
　　　●当事者には利害フリーで寄り添いを（←対人援助原則）。
・「どのように見立てるのか？」
　....　●拠り所は、有効情報（当事者、関係、現況等）の収集・確認・管理。
　　　●時系列マッピング（ジェノグラム、エコマップ等）に見立てあり。
　　　●事実と経験と知識から、より確かな文脈・因果関係的推論を。
　　　●単独見立ては×、必ず複眼（多角）的見立てとして裏付ける。
・「アセスメント根拠の課題・目標（方針）の設定（＝プランニング）を」
　....　●その視点は、①問題特性の視点から（初期）
　　　　　　　　　　②環境改善・整備／関係調整の視点から（短・中期）
　　　　　　　　　　③当事者ニーズ（利益）の視点から（全期）
　　　　　　　　　　④終結目標（自立（自律）スタート）の視点から（長期）
　　　●その要点は、ストレングスアプローチ…「強み」の視点・活用
　　　　　　　　　　→エンパワメント…自己能力・感性の活発化⇄権利・気力の回復
・「絶対外してならない対人援助原則」
　....　●その視点は、①利用者原則…自己選択・決定→社会的自立（自律）
　　　　　　　　　　②援助者原則…傾聴→受容・共感
　　　　　　　　　　　　　　　　　自己覚知（認識・存在・実践）⇄（職業）倫理的判断・行動
　　　　　　　　　　③援助関係原則…個別化＋専門的関係化（←Biestek７原則）
　　　●その留意は、①常に、目的（当事者の権利・利益）と効果予想を踏まえて
　　　　　　　　　　②場合によっては、本人同意（インフォームドコンセント）が必要
　　　　　　　　　　③個人情報の取扱いは、職業倫理（守秘義務等）に則って
○SSWrによるケース対応（実際）　｛別紙１【SSWrの（専門的アプローチ）発想法】参照｝
・ケースインテーク....　不登校等問題を基本ターゲット（主訴）
　→●本人特性（障がい、精神疾患等）の絡むケース（１）
　　●交友関係（いじめ、非行等）の絡むケース（２）
　　●養育環境（虐待、貧困等）の絡むケース（３）
　　●その他（移住等）のケース（４）
・ケース対応上の視点・アプローチ
　ケース（１）....　●本人および関係者が本人特性を自己受容できる。
　　　　　　　　　●その特性支援につき専門機関につなぎ連携を図る。
　　　　　　　　　●本人および関係者が特性を生かした自己実現を目指す。
　ケース（２）....　●関係する児童・生徒を個別にインテークしケース分担する。
　　　　　　　　　●いじめ、非行等、交友関係自体の要因・利害・課題を見立てる。
　　　　　　　　　●被害状況では、被害者の回復・ニーズに対し特別配慮する。
　　　　　　　　　●児童・生徒がそれぞれ改善・回復を目指し取り組む。
　ケース（３）....　●虐待、貧困に起因する不利益等を専門機関に通告し連携する。
　　　　　　　　　●関係する親子（家族）を個別にインテーク・ケース分担する。
　　　　　　　　　●家庭状況（家族関係）自体の要因・利害・課題を見立てる。
　　　　　　　　　●親が改善努力を行うとともに、親子（家族）関係の回復を目指す。
　ケース（４）....　●問題状況の見立てに基づき、その特性・課題・ニーズ・目標等に応じた対応を図る。
　　　　　　　　　●必要に応じて、個別インテークやケース分担、専門機関との連携等を行う。
　　　　　　　　　●ケース対応上の短期、中・長期目標を定め、当事者自身が目標達成を目指す。
■終わりに（補足も含めて）
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｛別紙１｝
○（学校SW）原理
・概要：全ての子どもたちの「最善の利益」を保障・擁護するために、環境状況（要因）との相互関係・影響に焦点を
　　　当てた「学校－家庭－地域」ベースの問題（ニーズ）対応的または予防・開発的なSW実践
　　　※in School（←応用的な実践）➡for／to School（←固有の実践）
　・目標：●学校に生きる人々への援助・支援....　子ども等における「（今ここを）生きる」力の育ち
　　　　　●学校のより良い文化・環境的整備....　SSWを通しての「教育（サービス）の質」の向上
　　　　　●育み（子育ち、親育ち・子育て）環境・ネットワークの構築
　　　　　　....．　「親・家族力」の開発・向上
　　　　　　　　　「家庭養育－社会的養護－療育等」と学校の接続化
　・実際：〔動き方〕学校での問題（ニーズ）キャッチ＋地域（コミュニティ）ベースの福祉専門的対応
　　　　　〔構え方〕（学校）教育福祉の増進＋子ども・家族の自己実現（最善利益）←SW原理（※）
　　　　　→本人の教育保障（環境改善・整備／関係調整＋本人回復・ニーズ志向＋学校復帰・再生）
　　　　　　⇄学校の社会資源化（＝楽しい・行き（学び）がいのある教育福祉拠点）
○（SSWr）スキル・センス
　〔SW技術〕問題事態の見立て（＝インテーク・アセスメント）
　　　　　　＋課題・目標（方針）の設定（＝プランニング）
　　　　　　＋対応（介入）の実施・評価（＝インターベンション＋α）
　　　　　　⇄ケース会議（カンファレンス）、他
　〔職性（能）〕●アドボケーション…子どもの最善利益・権利の擁護等
　　　　　　　　●パートナーシップ…教師の多義的役割の援助・支援等
　　　　　　　　●コーディネーション…家庭や地域との連絡・調整等
　　　　　　　　●その他…カウンセリング、コンサルテーション等
　　　　　　　　←フットワーク（⊃アウトリーチ）＋チームワーク＋ネットワーク
　〔配置・実働〕学校関係者（教職員、相談・支援員（SCrを含む）等）のチームワーク
　　　　　　　　　（or ➡）and
　　　　　　　　第三者としてのSSWr（常駐（配置）タイプ／巡回（派遣）タイプ／他）
　　　　　　　　＋医療・保健分野、司法分野、心理分野、福祉分野、他
・「本児や親等に問題意識が生まれ、支援を求める」等のために
　 … ●当事者の潜在的ニーズをどう掘り起こせるか・・・。
　 　 ●本児や親等の「笑顔と育ち（学び）を」に向けた仕かけを・・・。
・「虐待や困窮、非行等の問題状況に対し取りかかる」等のために
　 … ●「改善すべき課題」にチーム（分担）対応しつつ・・・。
　 　 ●状態や環境の改善実感から回復（更生）ニーズを・・・。
・「教職員等とのチームワーク関係を築く」等のために
　 … ●「子どもの教育福祉」視点から教職員との合意形成を・・・。
　 　 ●学校（教職員）エンパワメントこそ（学校SW）事始め・・・。
・「学校にケース会議等を根付かせる」等のために
　 … ●チーム（分担）対応スキルを学校SWrとしての「得意」に・・・。
　 　 ●「習うより慣れよ（試みよ）」実践の積み重ねから・・・。
・「関係機関等との連携（＝参画・協働）を図る」等のために
　 … ●ネットワーク構築はフットワーキング＋チームワーキングから・・・。
　 　 ●各機関の（機能）ストレングスと（連携）フレンドリーパーソンを・・・。
（※）「人権・社会正義」原理（→社会福祉の増進＋個人の自己実現）
　　　　　※社会福祉専門団体「ソーシャルワーカー倫理綱領」（2005年）
　　　➡「社会正義、人権、集団的責任、多様性尊重」原理（＝SW中核）
　　　　　※国際ソーシャルワーク連盟IFSW・国際ソーシャルワーク学校連盟IASSW「ソーシャルワーク専門職のグローバル
定義」（2014年）
【学校SW基礎】
【SSWrの（専門的アプローチ）発想法】
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｛別紙２｝
＊国内トピック
○少子高齢社会の現代
　…　今の国内情勢として、未婚や離婚の増加等を背景に少子化が著しく進行しており、また、1997年頃に老年人口と年
少人口は逆転し、既に少子高齢社会の時代となった。国レベルでも、子育て（家庭）支援が政策上の重点課題とされ
ている。
○「仕事－家事・育児」の両立
　…　最近の家庭等生活では、男女共同参画や心身健康増進等が意識されているものの、依然、育児や介護は母親（妻）
の役割とされ、特に就労女性には負担が大きい。また、ひとり親家庭の状況や夫婦間暴力（DV）、子ども貧困等の問
題も無視できない。
○親の児童虐待
　…　ここ数年、いわゆる養護相談（市町村（家庭児童相談室等）、児童相談所、他）が増加しており、特に、実親（特に、
実母）等による児童虐待はますます深刻になっている。子ども家庭福祉では、その専門的対応等が主要課題となる。
○「学校の荒れ」問題とその対応
　…　情報氾濫等の現状のもと、子どもの意識や生活も多分に影響を受けている。例えば、今の学校にみられるいじめや
不登校等に対し、教育上の指導・対応が必要であることはいうまでもなく、福祉的な配慮や支援等も求められる。
○子どもと犯罪（被害／加害）
　…　最近、子どもをねらった犯罪は後を絶たず、地域ベースで被害防止等に努める必要がある。また、少年犯罪について、
その原因や背景は複雑であることが多く、被害者や遺族の救済・支援等だけでなく、加害少年自身の更生も問われる。
○障がいのある児（者）の地域生活
　…　地域で生活する障がい・難病のある子ども（大人）やその家族にとって、福祉サービス等に関する資源・情報は欠
かせない。最近では、発達障がい児（者）を含めた総合支援も積極的に進められている。
【現代の家庭等生活状況（国内情勢）】
【学校生活問題（現れ）】　｛略｝
・「本児や親等の立ち直りをフォローする」等のために
　 … ●当事者自身の自立（自律）をスタート地点に・・・。
　 　 ●フォローのための資源・機能等にどうつなげるか・・・。
・「SSWrとして（職務）自覚と（職能）自信をもつ」等のために
　 … ●デメリットに惑わずメリットをストレングスとして・・・。
　 　 ●SSWrは自らの立ち位置・役割にも自覚と反省（考察）を・・・。
・「各地でのSSWを正しく行い広げる」等のために
　 … ●（各地）活用実績アピールを草の根運動に・・・。
　 　 ●ソーシャルワーク原理・原則に基づき実践知の相互研鑽を・・・。
第２回連絡協議会は、例年と異なり、年度末ではなく８月28日（金）に、県の「スクールカウンセ
ラー配置事業」との抱き合わせの形で開催されたが、筆者は勤務先の校務と重なり、当日欠席となっ
た。主な計画（内容）としては、①鹿児島大学保健管理センター長・伊地知信二氏による講演「二次
障害の背景～こだわりと優先順位・自己肯定感と他者理解～」、②SCrおよびSSWrによる実践発表、
③事例等に基づく演習・協議とされた。
年度末に開催された研修会では、これまでと趣旨が改められ、今回は「児童虐待問題」に焦点化
し、まず、出水市で起こった『令和元年８月死亡事例に係る検証報告書』について県担当者による
説明がなされ、次に、県広域SSWrの一人である滝沢直子氏による講演とされた。その後、グループ
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図２　（令和２年度）（県教委主催）研修会における指導助言内容（当日配付資料より部分転載）
児童虐待の問題特性と（学校）ソーシャルワーク
■「児童虐待」とは
○〔序〕法的定義
　・児童虐待←児童虐待の防止等に関する法律２
　　　親（保護者）行為（身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待）
　・被措置児童等虐待を受けた児童←児童福祉法（2008年改正）33.10
　　　施設職員等行為（（対被措置児童等）身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待）
○「マルトリートメントmal-treatment」＝不適切な養育（日本子ども家庭総合研究所訳）
　・定義：（（米）疾病管理・予防センターCDC）
　　　　　18歳未満の子どもに対する全ての児童虐待とネグレクトを含む。
　　　　　⊃身体的虐待、性的虐待、情緒的虐待、ネグレクト
　　　　　→強者としての大人と大人の養育がなければ生き抜けない弱者としての子どもという権力構造
を背景とした子どもへの重大な権利侵害
　　　　　※「abuse」（＝濫用）と同義
　・水準：①レッドゾーン（＝要保護）→緊急介入（保護）、親子分離・養護
　　　　　②イエローゾーン（＝要支援）→保護・治療的援助（継続指導等）
　　　　　③グレーゾーン（＝啓発・教育）
　　　　　　⊃ハイリスク→防止・対応的（個別）援助（親相談・指導、子育て支援等）
　　　　　　　ローリスク→予防・開発的啓発（親教室、講演・講習等）
○「虐待する」ことの事態・実相
　・加害親　加害動機（（確信）故意／（未必）故意／過失）
　　　　　　＋「逸脱」心理（パニック・混乱的、衝動・倒錯的、危害・虐待的、他）
　　　　　　⇄加害者意識（自覚・後悔／自暴自棄・責任転嫁・事実否認／無感覚・遊び／他）
　　➡加害責任の追及＋贖罪（＝反省・謝罪＋補償＋更生）・自立の援助（※）
　　　→再発防止★
　　　（※）⊃矯正教育・リハビリテーション、環境調整、修復的対話、他
　・子ども（虐待）被害
　　心身被害＝受傷（身体・性／心理・情緒／環境）＋トラウマ（心的外傷）trauma
　　←心理治療的アプローチ（癒し）
　　　⊃回復的接近（＝トラウマ自体へのアプローチ）
　　　　修正的接近（＝心理的影響へのアプローチ（※））★
　　　　　（※）留意：●「ここは安心できる場所」（＝安全性の確保と安心感の形成）
　　　　　　　　　　　●環境による「抱きかかえ」（＝感情コントロールの形成）
　　　　　　　　　　　●人との関わりを楽しめるようになるために（＝対人関係の修正）
　　人権侵害＝不利益（損害）⇄「生命－生活－人生」危機
　　←ソーシャルワークアプローチ（復権・自立）★
　・虐待発生の背景（＝要支援家庭）
社会的（状況）要因....　経済的困難、夫婦間の不和、（親子）関係形成の困難、特徴的な家族形態、
他
⇄心理的要因....　望まない妊娠、出産・養育負担（困難）の感じさせやすさ、親戚、友人・近隣（地
域）からの孤立、親自身の被虐待体験、他
協議が行われ、筆者による指導助言とされた。筆者の発言ポイントは当日配付資料（図２）の通り
である。
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■虐待対応のあり方（特記）
○〔補〕法による虐待防止
　児童の権利に関する条約（国際連合、1989年）
19　１　締約国は、児童が父母、法定保護者又は児童を監護する他の者による監護を受けている間に
おいて、あらゆる形態の身体的若しくは精神的な暴力、傷害若しくは虐待、放置若しくは怠慢
な取扱い、不当な取扱い又は搾取（性的虐待を含む。）からその児童を保護するためすべての
適当な立法上、行政上、社会上及び教育上の措置をとる。
　児童虐待の防止等に関する法律（2000年）
３　何人も、児童に対し、虐待をしてはならない。
14　児童の親権を行う者は、児童のしつけに際して、その適切な行使に配慮しなければならない。
同－２　児童の親権を行う者は、児童虐待に係る暴行罪、傷害罪その他の犯罪について、当該児童の
　親権を行う者であることを理由として、その責めを免れることはない。
　児童福祉法
33.11　 施設職員等は、被措置児童等虐待その他被措置児童等の心身に有害な影響を及ぼす行為をし
　てはならない。
　　　※禁止行為（34）（
➡
児童虐待防止法（1933年））
○虐待対応の実働
　・関係専門機関・専門職等の危機介入←通告（法定義務）・相談★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋権限・職能等の適切行使（実施）★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（参画・協働型）連携・チームワーク★
・親子再生の視点・アプローチ（サインズ・オブ・セーフティ、再統合プログラム、ペアレントトレー
ニング、他）
　　＋家庭生活の改善・回復等支援（ファミリーソーシャルワーク、他）★
　・その他（地域ベースの予防的活動、他）★
■終わりに（補足も含めて）
○（ジェネラリスト）SSWrとして「できる」こと
　※上記中、「★」印箇所を少しずつ。
・ケースインテーク…不登校等問題を基本ターゲット（主訴）
　　　　　　　　　　＋●本人特性（障がい、精神疾患等）の絡むケース（１）
　　　　　　　　　　　●交友関係（いじめ、非行等）の絡むケース（２）
　　　　　　　　　　　●養育環境（虐待、貧困等）の絡むケース（３）
　　　　　　　　　　　●その他（移住等）のケース（４）
　➡ケース（１）…●本人および関係者が本人特性を自己受容できる。
　　　　　　　　　●その特性支援につき専門機関につなぎ、連携を図る。
　　　　　　　　　●本人および関係者が特性を生かした自己実現を目指す。
　　ケース（２）…●関係する児童・生徒を個別にインテークし、ケース分担する。
　　　　　　　　　●いじめ、非行等、交友関係自体の要因・利害・課題を見立てる。
　　　　　　　　　●被害状況では、被害者の回復・ニーズに対し特別配慮する。
　　　　　　　　　●児童・生徒がそれぞれ改善・回復を目指し取り組む。
　　ケース（３）…●虐待、貧困に起因する不利益等を専門機関に通告し連携する。
　　　　　　　　　●関係する親子（家族）を個別にインテーク・ケース分担する。
　　　　　　　　　●家庭状況（家族関係）自体の要因・利害・課題を見立てる。
　　　　　　　　　●親が改善努力を行うとともに、親子（家族）関係の回復を目指す。
　　ケース（４）…●問題状況の見立てに基づき、その特性・課題・ニーズ・目標等に応じた対応を図る。
　　　　　　　　　●必要に応じて、個別インテークやケース分担、専門機関との連携等を行う。
　　　　　　　　　●ケース対応上の短期、中・長期目標を定め、当事者自身が目標達成を目指す。
【〔再掲〕SSWrによるケース対応（ポイント）】
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関連する取り組み（特に、進める会活動の見直し等）
冒頭にも述べた通り、筆者らの構成する進める会について、平成29年度からは事務局による全面的
な企画・運営等が進められてきたが、会員の範囲が不明確になってきたことや行事型の活動計画（内
容）に偏ってきたこと等の現状を鑑み、規約改正も含めて見直しを図ることになった。
見直し点としては次の通りである。
①会員の種類を「正会員」「賛助会員」から「会員」に一本化する。
②「事務局長」を廃止し、「代表」と「事務局員」の相互協力により会運営を行う。
③「会費」制度を廃止し、会経費は「活動に伴う参加費等の収入」に基づく。
そこで、初企画（会合）を2020年10月24日（土）に鹿児島市会場で開催し、主な内容をミニ鼎談お
よび総会とした。「これからのSSWr、進める会のこれから」と題するミニ鼎談では、鹿児島国際大学
福祉社会学部と茶屋道拓哉氏と筆者が登壇し、各自の体験談も交えながら、SSWrと進める会の今後に
ついての討議等を行った（それぞれの当日配付資料（レジメ）は図３−１・３−２の通り）。また、総
会では規約改正等が提案通り承認された。
図３－１　（令和２年度）（進める会）第１回企画における（岩井）発表内容（当日配付資料より部
分転載）
「これからのSSWr、進める会のこれから」　－進める会の歩みと展望－
■話題（論点）
○進める会設立の前後
　・設立趣意・会設計〔資料①〕
　・３年めの試練〔資料②〕、10年めの展開（⊃事務局主導体制）
○達成内容、課題点
　・各地巡回方式の事例研究等（⊂現任者研修・平成23年度～）
　　（※筆者の話題提供）
　・調査研究プロジェクト（平成21年度、平成27年度〔資料③〕）
　・筆者の離島支援（平成24年度～、喜界町・和泊町、西之表市、奄美市、徳之島３町合同・沖永良部島
２町合同・龍郷町・喜界町（広域SSWrとして））
　（→県の広域SSWr任用・平成26年度～）
　・その他の取組み（県関係協議会等への代表出席（平成26年度～）、FB開設（平成29年度～）、他）
○進める会の今後（展望）
　・特色活動の維持・発展
　・会員ニーズの裏付け、SSW実践の開発
■参考資料
〔資料①〕「設立趣意書」（当時）
〔資料②〕『児童相談センター年報（第24号）』原稿（抜粋）
〔資料③〕「SSWr活用パンフレット（小学生編）」（平成27年度調査研究プロジェクト）
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図３－２　（令和２年度）（進める会）第１回企画における（茶屋道）発表内容（当日配付資料より
部分転載）
熊本でのSSW活動と研究を振り返って
■話題（論点）
１）SSW事業開始後数年の状況（経緯）
○2007（平成19）年：文科省委託事業「問題を抱える子ども等の自立支援事業」で県内に２名の精神保
健福祉士を配置（２教育事務所）。
○2008（平成20）年：「SSWr活用事業」により熊本県および熊本市に16名のSSWrを配置。
○2009（平成21）年：「SSWr活用事業」を３分の１国庫事業へ。SSWrは12名へ減少。一方、市町村（児
童福祉担当課）で独自にSSWrを雇用する動きも（多良木町・大津町）。
○2010（平成22）年：2008年並みの時間数確保。SSWrは15名に増加。合志市教育委員会が独自にSSWrを
配置。
○2011（平成23）年：SSWrは15名に増加。市町村も続々とSSWrを独自雇用。
○2012（平成24）年：県立高校においてもSSWrが配置。
２）専門職団体の強力なバックアップ
　　熊本県精神保健福祉士協会内に「SSW委員会」を設置、組織的に議論を行う。また、SSWrの研修につい
ても熊本県社会福祉士会と協働しながら、開催していった（SSWrのための研修＋普及啓発）。
３）ソーシャルアクション
　　「SSWr活用事業」が３分の１国庫事業化されたことや、身分保障の問題など様々な場面で専門職団体
と現任SSWrが協働してソーシャルアクションを実施した（例：県教委への訪問、教育長との面会、要望
など）。
４）スーパービジョンの位置づけ（県SSW連絡協議会の設置との関連）
　　 バイザーの設定と地区担当制。専門職団体のバックアップを活用しながら新人SSWのサポート。
５）巻き込む力
　　SSWのことをSSWrだけで完結させない。専門職団体を前に押し出すことはもちろん、他職種（教師・
SC・児童相談所・新聞社・議員など）と丁寧に連携しながら、活動に巻き込んでいく。学会・研修会の
開催など、後援団体として多くの行政機関・専門職団体など協力をもらう。また、ご登壇・講演いただ
くなどの取り組みを継続して行った。
６）まとめる力（形に残す）
　　エビデンスの集積。専門職団体の事業としてSSWに関する研究を位置づける。活動報告書の作成と、関
係団体に執筆の依頼を行う。成果物として委員会に提示する。
同じ鹿児島市会場にて2020年12月26日（土）に第２回企画を事例研究会として開催し、現任SSWrか
らの事例提供およびその検討を主な内容とした。また、2021年２月27日（土）には第３回企画を同様
に事例研究会として開催し、現任SSWrからの事例提供およびその検討を主な内容とした。
その他、令和２年度も進める会代表として委員を務める県教委主催の「鹿児島県いじめ問題対策連
絡協議会」につき、第１回会議は筆者の代理として事務局員が出席した。第２回会議では筆者が出席
し、県内SSW事業の実施状況やいじめ問題対策に果たせる役割等について発言した。また、当会議で
は、県独自の支援体制図の作成に関する報告と協議がなされた。
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また、令和２年度からの新規事業である「鹿児島県教育機会の確保に関する意見交換会」にも、進
める会代表としての招聘を受け、第１回会議には筆者が出席した。当会議では、県教委義務教育課長
の司会・進行のもと、県内でフリースクール等を行っている代表者からの活動説明や現状報告等が主
に交わされた。また、年内に第２回会議も開催され、筆者の代理として事務局員が出席した。
以上
【表３　進める会の令和２年度取り組み実績等】
〈主要な取り組み等〉
2020年10月24日（土）　「定例会」を開催（鹿児島市）。
　　　　　　　　　　※茶屋道拓哉氏（鹿児島国際大学）と筆者によるミニ鼎談「これからのSSWr、進め
る会のこれから」を行った後、総会を開催し規約改正等を行った。
　　　12月26日（土）　「定例会」を開催（鹿児島市）。
　　　　　　　　　　※県内の現任SSWrからの事例提供、および、その検討が行われた。
2021年２月27日（土）　「定例会」を開催（鹿児島市）。
　　　　　　　　　　　　※県内の現任SSWrからの事例提供、および、その検討が行われた。
〈その他の取り組み等〉
2020年６月22日（月）　鹿児島県教育委員会「第１回いじめ問題対策連絡協議会」に会代表として参加（事務
局員が代理出席）。
　　　７月28日（火）　鹿児島県教育委員会「第１回教育機会の確保に関する意見交換会」（新規事業）に会
代表として参加（筆者が出席）。
　　　11月19日（木）　鹿児島県教育委員会「第２回教育機会の確保に関する意見交換会」（新規事業）に会
代表として参加（事務局員が代理出席）。
2021年１月29日（金）　鹿児島県教育委員会「第２回いじめ問題対策連絡協議会」に会代表として参加（筆者
が出席）。
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